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1 キャンパスマスタープラン策定の意義1. キャンパスマスタ プラン策定の意義

きるだけ広 範囲 空間の⽂脈や特性に照らし 計画・できるだけ広い範囲で、空間の⽂脈や特性に照らして計画

・構成員や地域住⺠、その他ステークホルダーの共通理解構成員 域住 他 解

・計画や予算のバックボーン

・さまざまな関連事象に対する、総合的改善策の考え⽅に
ついて、よりどころとなるもの
（交通、バリアフリー、景観、緑化、省エネ、…バランス感覚）



大阪大学キャンパスマスタープランの特徴

大阪大学 キャンパスマスタープランの考え方

キャンパスの空間資源と潜在能力

1. キャンパス環境資源と空間の潜在能力分析

2. シンボル空間や軸線など空間骨格の定義・設定

3 広場 建物 緑地のデザインガイドラインと
施設マネジメントの取り組み

施設や屋外空間の戦略的な整備

適切な維持管理

3. 広場、建物、緑地のデザインガイドラインと、
デザイン原理や経験の継承

4. 学生・教職員・地域住民の参加と協働
適切 維 管

継続的な点検・評価

構内の交通安全対策

基本的な教育・研究機能の確保
（狭隘化対応 耐震性能確保 バリア リ 化）

シンボル空間や軸線

交通マネジメント

（狭隘化対応、耐震性能確保、バリアフリー化）
シンボル空間や軸線

施設の点検・評価広場、建物、緑地の

バリアフリー
チェック

学生・教職員・地域
住民の参加と協働

広場、建物、緑地の
デザインガイドライン



イ メ ージの骨格

２ 大軸線

豊中キャ ンパスの全体イ メ ージ

1. 多様な学生生活が感じ ら れるキャ ンパス

2 大阪大学の歴史を感じ さ せるキ ンパス

（例）キャンパスマスタープラン策定の意義
～骨格や環境資源の強調と問題や整備余地の表現

グランド

賑わいの核

ラ ンド マーク 的要素

快適な歩行者空間や広場2. 大阪大学の歴史を感じ さ せるキャ ンパス

3. みどり 豊かなキャ ンパス

LDP. T-2
シンボル的空間 グランド

大阪大学会館
待兼山

乳母谷池総合

全学教育推進機構

学生交流棟

総合学術
博物館

N

100m

LDP. T-3

シンボル的空間

中山池

基礎工学研究科

総合
図書館

学生交流棟

阪大坂

豊中福利会館

理学研究科

基礎工通り

柴
原豊中キャ ンパスで優先的にと り く むべき 整備

LDP. T-4中山池越し に大阪大学会館と

80 周年記念広場、 学生交流棟を見る

正門 柴原口

原
通
り

豊中キャ ン スで優先的にと り く む き 整備
（ リ ーディ ングプロジェ ク ト （ LDP））

　 LDP. T-1　 食堂等福利施設や課外活動施設（ キャ ンパス
　 　 　 　 　 　  ラ イ フ コ ア ） の形成・ 充実（ 各キャ ンパス共通）

　 LDP. T-2　 豊中キャ ンパスのシンボル空間の形成

銀杏通り の

並木は豊中

景観 100 選

※

　 LDP. T-3　 待兼山博物館・ 周辺環境の整備

　 LDP. T-4　 柴原通り 周辺の空間再編

景観 100 選

に選ばれて

います。
※ 候補地は、 キャ ンパス各所に考えら れます。

　  民間事業者等をいかに誘致するかがカ ギと なり ます。

空間⾻格や環境資源の強調と空間⾻格や環境資源の強調と、
問題点や整備余地等の表現



オ ープン ス ペース

ネット ワ ーク の重要

（例）キャンパスマスタープラン策定の意義
〜空間イメージの表現と共有

な 結 節 点 で あ り 、

学生交流棟周辺と

並んで、最も にぎ わ

いのある 空間。　

LDP. T-2（ シンボル 空間）

LDP T 2

グラ ンド コ ーナー部
のイ メ ージ 計画イメージは

パース的なもの
より ケ 等

メ インスト リ ート 周辺の整備イメ ージ

LDP.T-2 よりスケッチ等、
ラフな方が良い

ことも多い



2. 策定と運用のプロセスと体制
(1) 策定のプロセス(1) 策定のプ セス

H12年 施設⻑期計画委員会がキャンパス計画委員会に改称
H15年 キャンパス環境整備計画・デザイン検討プロジェクト2年 キャ ス環境整備計画 デザイ 検討プ クト
H16年 法⼈化、施設マネジメント委員会発⾜
H17年 キャンパスマスタープラン策定、キャンパスデザイン室発⾜
H21年 「箕⾯キャンパスマスタープラン」策定H21年 「箕⾯キャンパスマスタ プラン」策定
H22年 「バリアフリーとサインのフレームワークプラン」策定
H23年 「緑のフレームワークプラン」策定
H24年 キャンパスマスタープラン部分改訂

キャンパスデザイン室とは
室⻑ 施設マネジメント委員⻑

H24年 キャンパスマスタ プラン部分改訂

室⻑ ： 施設マネジメント委員⻑
構成員： 施設部⻑ ＋

(⼯)准教授1名、助教1名

空間のポテンシャ ルや問題点の分析

アンケート やヒ アリ ング等による意見集約

骨格像の定義と 、 緑地や交通網等と の整合・ 調整

優先的に整備すべき 項目等、 具体方策の設定

運用と 整備成果の検証キャンパスマスタープラン
の策定・運⽤プロセス



2. 策定と運⽤のプロセスと体制
(2) 運⽤の体制

総長・ 役員会 各地区（ 豊中・ 吹田・ 箕面） 部局長会議等

い部分 検討・ 回答・ 報告
企画担当理事

施設マネジメ ント 委員会 各学部・ 研究科など
要望等

整備に関し て
共用性の高い部分

協議・ 報告
検討・ 回答・ 報告

施設部
戦略的な施設整備方策の検討部会

施設の点検・ 評価の推進検討部会

施設の維持管理の適切な実施検討部会
学生生活委員会
等の各種委員会

要望等

要望等

要望等

個別の整備に
検討・ 回答・ 報告

検 答 キャ ンパスデザイ ン室構内の交通安全対策部会
等の各種委員会

検討・ 回答

＜学⽣⽀援ステーション＞
・障害学⽣⽀援ユニット
・学⽣⽣活相談ユニット

安全衛⽣管理部 環境エネルギー
管理部

ウェブデザイン
ユニット
・ 広報係

関連する諸項目担当部署等



3. 派⽣する様々な問題への対応

(1) 交通環境（⾃動⾞、バス、キャンパス間移動、⾃転⾞、駐輪など）
(2) バリアフリー、サイン、他 アクセシビリティ( ) 他 ィ
(3) 緑の維持管理とランドスケープ
(4) 空間の基本性能（耐震等安全・安⼼、狭隘化対応、維持管理保全等）
(5) 福利厚⽣や課外活動⽀援
(6) 地域や社会と連携した取り組み



3.派⽣する諸問題への対応
(1) 交通環境
（⾃動⾞ バス キャンパス間移動 ⾃転⾞ 駐輪など）（⾃動⾞、バス、キャンパス間移動、⾃転⾞、駐輪など）

H22年キャンパス交通関係H22年キャンパス交通関係
アンケートの結果分析（豊中）

・歩⾏者が危険を感じる対象は、
①⾃転⾞（25％）

・⾃動⾞が危険を感じる対象は、
①道路構成要素（37％）

②⾃動⾞（20%）
③舗装等の道路構成要素（17％）
④道路構成そのもの（13％）

②⾃動⾞（11％）
③⾃転⾞（15％）
④歩⾏者（9％）



3.派⽣する諸問題への対応 (1) 交通環境 〜 H22年キャンパス交通関係アンケートの結果分析（豊中）



3.派⽣する諸問題への対応 (1) 交通環境
〜 H22年キャンパス交通関係アンケートの結果分析（豊中）



3.派⽣する諸問題への対応 (1) 交通環境の分析、検討



維持管理と整備の関係図

キャンパスマスタープランの下位指針として 緑地

3.派⽣する諸問題への対応 〜 (3) 緑の維持管理とランドスケープ

緑のフレームワークプラン ダイジェスト（１）

キャンパスマスタープランの下位指針として、緑地
および、広場や街路等の緑の、整備と維持管理の方
針をまとめたものです。これによりキャンパス全体
の緑地を、より美しく快適に、一体的、統一的な考
え方のもとに かつ継続的に 整備・維持管理するえ方のもとに、かつ継続的に、整備・維持管理する
ことをめざしています。

問題意識

と

コンセプト

北摂地域全体におけるキ パ 緑地 位置づけと守・北摂地域全体におけるキャンパス緑地の位置づけと守
るべき各キャンパスの良い点を明示しています。

・維持管理（剪定や除草）から整備（工事）まで通した
視点を設定しています視点を設定しています。

・生物の多様性や希少種についても配慮していきます。

・周辺自治体や地元、学生教職員との連携を進めます。

各キャンパス

ごとのコンセプト



大阪大学 緑のフレームワークプラン ダイジェスト（３）

維持管理における剪定
の種類と適切な管理頻度

空間の使われ方と緑のあり方の例

3.派⽣する諸問題への対応 〜 (3) 緑の維持管理とランドスケープ

空間の使われ方と緑のあり方の例

緑で空間を演出する例

緑のデザインガイドライン

・整備（工事）と維持管理（除草や剪定）についての
デザインガイドラインを示しています。

・広場系／街路系／庭園系／樹林・境界系に分けた管・広場系／街路系／庭園系／樹林・境界系に分けた管
理レベルを設定しています。

・里山や竹林等の具体的な管理手法を提示しています。



3.派⽣する諸問題への対応 (6) 地域や社会と連携した取り組み

キャ ンパスアク ショ ンプラ ン 直接的な施設整備ではない種々の取り 組みや活動によっ て、 キャ ンパスの維持管理機能や、 快適性および周

辺環境などを適正に保つ一助と し 、 かつ、 学生教職員や地域の皆様が積極的に関わるこ と で、 キャ ンパスに

大学シンボルの形成１）大学が主として行う取り組み

辺環境などを適正に保 助と し 、 か 、 学生教職員や地域の皆様が積極的に関わる と で、 キャ ン スに

愛着をも っ ていただけるこ と を目標と し ています。 すべての構成員が当事者意識をも つこ と が重要です。

※ 本図でのそれぞれの位置づけは一つの例

であり 、 実際の取り 組み体制には、 さ ま

ざま な形が考えら れま す。

中長期を見据え、 継続的に調査結果を

フ ィ ード バッ ク し ていき ま す。

レンタサイクル制度

最寄駅

最寄駅

箕面
キャンパス コミュニティバス

レンタサイクル制度

回遊散策路の構築と開放

特色ある各種の
キャンパスマ プ整備

ユーザー参加型点検評価

最寄駅

最寄駅

吹田
キャンパス

豊中
キャンパス

キャンパス コミュニティバス
（学内バス・医療循環バス等）

キャンパスマップ整備

キャンパスレンジャー

キャンパス生態系
保全プログラム

学生や教職員など の、 自主的な活動によ る

キャンパスレンジャ

防犯

里山学校

リサイクルクラブ
コミュニティガーデン

２）サポート型（参加・提案型）
　　の取り組み

アート・インスタレーションイベント

学生や教職員など の、 自主的な活動によ る

マネジメ ント の形態であり 、 活動を大学と

し てこ れら を支援し ていき ま す。

防
パトロール活動

３）地域、社会、産業と連携
していくための取り組み

地域と連携・交流した
イベント活動

施設開放や、 その他地域への働き か

け、 ある いは地域から キャ ンパス 計

画への提案や参画など 、 相互交流を

計り ながら 取り 組むべき 課題です。

　していくための取り組み


